
総
面
積
の
約
83
％
を
森
林
が
占
め
る
京
都
府
京
丹
波

町
で
は
、
新
庁
舎
建
設
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
町
内
の
豊

富
な
森
林
資
源
を
最
大
限
活
用
し
、
持
続
可
能
な
林
業

振
興
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
進
め

て
き
た
。
新
庁
舎
は
大
規
模
な
木
造
建
築
で
あ
り
な

が
ら
防
災
拠
点
と
し
て
高
い
耐
震
性
や
防
火
機
能
を
確

保
し
、
使
用
す
る
木
材
は
伐
採
か
ら
製
材
加
工
ま
で
地

元
で
供
給
で
き
る
よ
う
新
技
術
で
開
発
し
た「
組
立
柱
」

（
下
記
参
照
）な
ど
を
採
用
。
大
部
分
の
柱
や
梁
を「
木

あ
ら
わ
し
」と
し
、
内
外
装
に
町
内
産
木
材
を
使
用
す

る
こ
と
で
、
京
丹
波
の
森
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
展
示
す

る
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
し
た
。
先
進
的
な
公
共
木
造
建
築

と
し
て
国
土
交
通
省
の「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
建
築
物
等
先

導
事
業（
木
造
先
導
型
）」に
も
採
択
さ
れ
、
町
の
新
た

な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。

専
門
家
チ
ー
ム
も
応
援
し

施
工
し
な
が
ら
課
題
を
解
消

木
材
は
気
候
で
状
態
が
変
わ
っ
て
く
る

た
め
、
木
造
建
築
で
は
使
用
材
の
寸
法
誤

差
な
ど
の
傾
向
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
使
用
し
た「
組
立
柱
」は
ま
っ
た
く

新
し
い
材
料
で
あ
り
、
そ
の
傾
向
を
つ
か

む
こ
と
に
苦
労
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
議

場
や
大
会
議
室
な
ど
大
ス
パ
ン
と
な
る
空

間
の
構
築
な
ど
、
木
造
建
築
で
は
あ
ま
り

例
の
な
い
工
事
が
続
い
た
。「
本
社
か
ら
木

造
の
専
門
家
チ
ー
ム
に
応
援
し
て
も
ら
い
、

現
場
で
課
題
を
一つ
ず
つ
解
消
し
て
い
き
ま

し
た
」（
河
月
所
長
）。「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」

と
言
わ
れ
る
輸
入
木
材
の
高
騰
や
、
輸
送

時
の
環
境
負
荷
が
少
な
い
こ
と
か
ら
国
産

木
材
が
注
目
さ
れ
る
中
、
京
丹
波
町
新
庁

舎
は
木
造
建
築
の
新
た
な
可
能
性
を
示
す

事
例
と
な
っ
て
い
る
。

高
い
耐
震
性
と
防
火
対
策
を

備
え
た
木
造
建
築

京
丹
波
町
新
庁
舎
は
、
木
造
の
議
会
棟

（
右
頁
写
真
の
左
側
）と
執
務
棟（
同
右

側
）と
、
R
C
造
の
中
央
棟（
中
央
の
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
部
分
）に
分
か
れ
て
い
る
。
大
規

模
な
木
造
建
築
を
中
央
の
R
C
造
が
支
え

る
こ
と
で
、
必
要
耐
力
を
1.5
倍
に
し
て
高

い
耐
震
性
を
確
保
す
る
と
共
に
、
万
一
の

火
災
に
お
い
て
も
延
焼
を
防
ぐ
構
造
に
な
っ

て
い
る
。
建
築
は
ま
ず
中
央
棟
か
ら
始
め
、

次
に
木
造
の
二
棟
へ
と
取
り
掛
か
っ
た
。

「
木
造
建
築
は
柱
・
梁
が
そ
の
ま
ま
化
粧

材
に
な
る
の
で
、
工
事
に
お
い
て
は
養
生
に

気
を
遣
い
ま
し
た
。
建
て
方
計
画
は
エ
リ
ア

を
細
か
く
分
け
て
、
早
く
屋
根
を
掛
け
る

こ
と
で
化
粧
材
が
雨
水
に
さ
ら
さ
れ
な
い
よ

う
に
進
め
ま
し
た
」（
大
成
建
設 

河こ
う
づ
き月

所

長
）。

大成建設株式会社
関西支店 
京丹波町新庁舎建設
作業所長
河月 照幸 さん
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地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

未
来
を
創
る

大
規
模
木
造
建
築

新庁舎は木造の議会棟（左）と執務棟（右）、RC造の中央棟3つで構成されている。（2021年9月撮影）

１.「組立柱」と「合わせ梁」で建てられた執務棟。「組立柱」は近くでじっくり見ないと継ぎ目が分からない。
2.議会棟2階の議場の天井は鉄骨の梁が使われている。八角形の各隅から登り上がる梁が「蕪束（かぶらづ
か）」と呼ばれる中央の真束で釣り合いを取る構造になっている。3.大空間となる議会棟2階の大会議室に
は、集成材の柱が使われている。

新庁舎の建設にあたっては、地元産
材でかつ地元で加工した木材を活用する
ことを基本計画にしました。「木を見せて
いく」設計で、準耐火構造の建物である
ことが特徴です。そのために「組立柱」
など新たな技術開発も行いました。これ
ほど大きな木造建築を造ることは我 も々
初めての経験でしたが、様 な々方々にご
協力いただいたことで、木の存在をとて
も感じていただけるイメージ通りの建物に
なりました。町産材のショールームとして、
京丹波町には豊富な木があってこのよう
な建物ができることをPRし、木造建築
が広がっていくことを期待しています。

京丹波町 総務課 
新庁舎建設室
主任
中村 昭夫 さん

町産材をPRできる
イメージ通りの建物になった

大型木造建築は、寺院など伝統建
築での例はあっても、今回の京丹波町
新庁舎のような公共の建物での採用は
全国的にもほとんど例がないと思います。
また、新型コロナウイルスの感染拡大と
工期が重なったため、入場時の検温や
マスクの着用、3密を避けるなどコロナ対
策を徹底してきました。初めてのことも多
くあり、貴重な経験となりました。建て
上がってきて改めて思うのは、木の温も
りが感じられる木造建築の素晴らしさで
す。町民の皆様に親しまれ、長く残って
いく建物になると思いますし、それに携
われたことに感謝しています。

木造建築の素晴らしさを
改めて実感

◎京丹波町新庁舎建設の工事概要
【発 注 者】京丹波町
【設計・工事監理】有限会社 香山壽夫建築研究所
【施 工 者】大成建設株式会社 関西支店
【建 築 面 積】3,072m2、延床面積5,277m2

【工 事 期 間】着工2020年2月27日～
   竣工2021年8月31日

新技術の「組立柱」を採用

地元のスギやヒノキを最大限に活用し、柱や
梁の木材を隠さず見せていく「木あらわし」の
内装になっている。

１.「組立柱」は住宅用サイズの
平角製材（120×240㎜）2本を
ビス留めし、一体化することで
荷重によるたわみに耐える力を高
める新しい技術。 2.品質を高め
るため「組立柱製作ワークショッ
プ」を開催。 3.載荷加熱実験
で準耐火性能が確保されている
ことを実証し、安全性を確認。

京丹波町新庁舎
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試験体 スギ組立柱平面加熱中の様子

1

3 2

組立柱


